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日
本
で
は
毎
年
約
１
・
１
万

人
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
と
な
り

約
２
９
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
25
歳
か
ら
40
歳
の
女
性
の
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
第
２
位
は
子
宮

頸
が
ん
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
30

代
ま
で
に
子
宮
頸
が
ん
の
治
療
で

子
宮
を
失
っ
て
妊
娠
が
で
き
な
く

な
る
人
が
年
間
に
約
１
０
０
０
人

い
る
。
南
風
原
町
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
年
齢
、
接
種
率
を
問
う
。

支
給
対
象
年
齢
は

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま

で
で
あ
る
。
３
回
の
接
種
回
数
は

令
和
５
年
度
が
２
８
３
回
、
今
年

度
は
10
月
末
に
お
い
て
３
６
４
回

の
接
種
回
数
で
あ
る
。
積
極
的
推

奨
再
開
後
の
接
種
率
は
増
加
傾
向

で
あ
る
。

給
付
型
奨
学
金
を

ど
の
様
な
奨
学
金
が
あ
る
か
。

町
育
英
会
か
ら
の
無
利

子
の
学
資
貸
与
制
度
が
あ
る
。

給
付
型
奨
学
金
の
創
設
が
で

き
な
い
か
。給付

型
奨
学
金
に
対
す

る
財
源
確
保
の
研
究
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
現
行
の
制
度
で
支
援
に
努

め
た
い
。

不
登
校
児
童
支
援
を

不
登
校
児
童
数
、
令
和
５
年
、

小
学
校
で
は
10
日
か
ら
30
日
未
満

が
１
５
０
名
、30
日
以
上
が
１
２
９

名
の
合
計
２
７
９
名
。
中
学
校
で

は
10
日
か
ら
30
日
未
満
が
２
０
５

問
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勧
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名
、30
日
以
上
が
１
２
０
名
、
合
計

３
２
５
名
い
る
中
で
、
現
状
の
支

援
体
制
で
行
き
届
い
て
い
る
の
か
。

担
任
、
養
護
教
諭
、
心
の

教
室
相
談
員
な
ど
、
学
校
の
教
職

員
が
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
、
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
保
護
者
に
つ
い
て
も
同

じ
よ
う
に
、
家
庭
で
の
様
子
や
困

り
感
な
ど
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
道
５
０
７
号（
現
道
）の

現
状
は高

齢
者
が
頻
繁
に
横
断
す
る

状
況
と
聞
く
が
現
状
把
握
し
て
い

る
か
。

状
況
把
握
は
し
て
い
な
い
。

対
応
策
等
の
計
画
は
あ
る
か
。

町
道
72
号
線
と
国
道
５

０
７
号
と
の
交
差
点
に
国
道
を
横

断
す
る
横
断
歩
道
及
び
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
国
道
５

０
７
号
歩
道
に
横
断
防
止
柵
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。
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津嘉山公園の
防犯体制は
答　巡回警備を行っている

地
域
住
民
よ
り
津
嘉
山
公
園

を
利
用
す
る
際
に
、
早
朝
よ
り
学

生
や
不
審
者
ら
し
き
方
が
い
る
と

の
情
報
が
あ
る
。
防
犯
に
つ
い
て

不
安
と
の
声
が
あ
る
た
め
、
現
在

の
防
犯
体
制
を
問
う
。

夜
間
か
ら
早
朝
ま
で
巡

回
警
備
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
棟
に
１

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
、
迷
惑
行
為
禁

止
な
ど
の
注
意
喚
起
の
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。

管
理
棟
近
く
に
焼
け
た
よ
う

な
跡
が
あ
る
。
何
か
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
安
心

安
全
に
利
用
で
き
る
公
園
と
し
て

今
後
の
対
策
を
問
う
。

今
後
、
破
損
等
が
あ
っ

た
箇
所
に
注
意
喚
起
の
看
板
を
増

設
し
、
警
察
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。
ま
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
供
用
開
始
後
に
は
、
管
理
人
を

配
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

一
層
の
安
全
管
理
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

町
道
２
９
０
号
線
沿
い
の

急
勾
配
を
問
う

竹
の
子
学
童
ク
ラ
ブ
に
向
か

う
道
路
が
急
勾
配
で
あ
る
。
な
だ

ら
か
な
坂
に
し
て
ほ
し
い
が
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
く
な
ど
対
応
で

き
な
い
か
。指摘

の
箇
所
は
、
津
嘉

山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
未
完
了
部
分
に
あ
る
仮
整
備
道

路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

場
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
対
処

し
て
い
く
。

必
要
に
応
じ
て
対
処
す
る
と

あ
る
が
、
住
民
の
方
も
か
な
り
困

っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
れ
ば
早
急
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
声
が
あ
る
。
大
体
い
つ
頃
で

き
る
の
か
。

現
状
を
確
認
し

た
が
、
隣
接
し
て
い
る
住
宅
の
水

道
メ
ー
タ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
と
か
、

反
対
側
の
住
宅
の
乗
り
入
れ
口
が

あ
る
た
め
、
測
量
し
図
面
を
書
か

な
い
と
い
け
な
い
。
時
期
は
言
え

な
い
が
、対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

長
堂
川
の
浚
渫
、

景
観
の
美
化
を

長
堂
川
に
お
い
て
、
土
砂
が

堆
積
し
、
草
木
が
伸
び
、
川
の
半

分
以
上
が
草
木
で
覆
わ
れ
て
い

る
。
道
路
ま
で
草
木
が
繁
茂
し
た

状
態
で
あ
る
た
め
、
早
め
の
浚
渫

及
び
草
木
の
伐
採
が
で
き
な
い

か
。

令
和
７
年
度
に
河
川
の

調
査
設
計
を
行
い
浚
渫
箇
所
を
決

め
、
令
和
８
、
９
年
度
で
堆
積
土

砂
、草
木
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。
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